
ゆめジャーナル神奈川平成30年1月15日 会員増強運動　　身近な友達を誘おう（1）

平成30年1月15日
（年2回刊）

発行部数・100,000部
Eメール kanagawa@yumekurabu.or.jp　
ホームページ http://www.yumekurabu.or.jp

ゆめクラブ神奈川 
公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会
発行人／三橋 道明　編集／齋藤 武雄
〒221–0844　横浜市神奈川区沢渡4–2
電話／045（311）8737　FAX／045（312）4288
印刷／ ㈱ジェイ・スタッフ

写真提供／伊勢原市老連
　　　　　「大住台楽笑クラブ」

年
頭
、一
年
の
計

（
公
財
）神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
長　

三
橋
道
明

新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
皆
様
の

お
力
で
、
新
地

域
支
援
事
業
、
担
い
手
養
成
研
修
等

に
ご
尽
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。高

齢
化
が
進
む
中
、
地
域
で
、
安

心
、
安
全
、
楽
し
く
生
活
で
き
る
場

づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
急
務

で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
の
計
は
、
元
旦
に
あ
り

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の

「
月
令
広
義
」
の
一
節
、
四
計
か
ら

朝
で
そ
の
日
が
決
ま
り
、

年
の
は
じ
め
の
決
意
で
一
年
が
決

ま
り
、

人
生
は
努
力
、
勤
勉
さ
で
決
ま
り
、

一
家
の
将
来
は
そ
の
身
の
振
り
方

や
、
生
き
方
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
に
勝
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
元
気
で
、仲
よ
く
、楽
し
く
、

豊
か
に
生
き
る
人
生
百
年
の
生
活
設

計
を
、
皆
さ
ん
で
描
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

こ 

だ 

ま

通巻

194号

●地元に老人クラブをつくろう！
　もともと自治会や同好会活動が盛
んであったが、石田真臣さんは高齢
者同士をつなげる組織の必要性を感
じた。組織を作りいよいよ登録（平
成28年4月）というその2か月前に
石田さんは突然亡くなってしまう。
近藤靖彦さん（71歳）は、遺志をつ
いで会長として会をまとめた。

●多彩な同好会と連携して
　活動の幅を拡大
　老人クラブの活動は定例会（月1
回）の他に年に10回ほど懇親会や
ミニ旅行、ミカン狩りなどを開催、
公園清掃は2か所を受持ち市から
の報酬は活動資金にあてている。既
存の同好会、社協のシルバーサロン
も自治会館を中心に活動。パークゴ
ルフ、吹き矢、太極拳、ピラティス、
囲碁、将棋、麻雀の会、中でもカラ
オケ同好会は98%が老人クラブ会
員。今後も同好会を増やしていく予
定だ。

●老人クラブに入りたければ
　どうぞ
　強引に入会を勧めない。同好会と
シルバーサロン、老人クラブはそれ
ぞれ特徴がありながら重なる活動も
ある。どこに所属していてもいいの
です、と近藤会長は語る。発足時は
35人だった会員が現在45人まで増
えた。同好会はその種目だけの活動
だが、老人クラブができて、他の活
動をしている人同士のつながりがで
きたと話す。

検 索

当
会
は
昭
和
三
十
八
年
九

月
、
大
和
市
老
連
創
立
に
や
や

遅
れ
発
足
し
、
当
初
か
ら
自
治

会
に
も
属
さ
ず
独
自
の
活
動
を

続
け
、
今
年
で
満
五
十
四
年
を

迎
え
ま
し
た
。
会
の
伝
統
・
文

化
は
先
人
の
労
苦
と
汗
の
結
晶

と
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
引
き

継
が
れ
て
き
た
名
実
と
も
に
誇

れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
、
私
も
第

十
一
代
会
長
と
し
て
三
期
六
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
今
日
に
至
る

五
十
有
余
年
の
間
、
世
相
の
変

遷
と
と
も
に
事
業
内
容
も
活
動

範
囲
も
拡
大
変
化
し
て
お
り
、

会
の
憲
法
で
あ
る
「
規
約
」
も

見
直
し
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
表
現
、
条

文
解
釈
に
よ
る
諸
行
事
の
実
施

と
伝
承
な
ど
検
討
を
重
ね
、
更

に
は
必
要
に
応
じ
て
「
内
規
」

を
策
定
し
、
気
張
ら
ず
小
回
り

の
利
く
ル
ー
ル
作
り
を
心
掛

け
、
自
由
な
発
想
と
幅
広
い
活

動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

誕
生
会
の
記
念
品
贈
呈
、
敬

老
の
集
い
の
お
祝
い
金
贈
呈
、

年
忘
れ
お
楽
し
み
会
の
大
抽
選

会
な
ど
順
送
り
で
班
長
が
会

員
の
意
見
を
参
考
に
企
画
立
案

し
、
役
員
会
で
応
援
す
る
体
制

を
整
え
実
施
。
ま
た
、
地
域
内

外
の
同
好
会
（
落
語
、
演
芸
、

歌
謡
・
音
楽
会
、
大
道
芸
等
）

が
宴
席
に
華
を
添
え
る
な
ど
会

員
の
評
判
も
良
く
、
毎
回
八
〇

～
八
五
％
の
参
加
率
を
維
持
し

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
市
老
連
主
催
の
春

秋
の
演
芸
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

趣
味
の
作
品
展
等
へ
の
参
加
や

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
し
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

新
た
な
取
組
と
し
て
も
行
政

等
に
よ
る
会
員
の
た
め
の
出
前

講
座
な
ど
を
活
用
し
、
分
か
っ

て
い
る
よ
う
で
分
か
っ
て
い
な

い
介
護
保
険
の
施
設
活
用
や
経

費
・
手
続
き
の
こ
と
、
ま
た
終

活
の
一
環
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
、
遺
産
相
続
、
遺
言

書
の
書
き
方
な
ど
継
続
的
に
研

修
・
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

桜
友
会
の
平
均
年
齢
は
、
男

女
と
も
に
八
十
歳
を
超
え
、
会

員
数
も
平
成
十
九
年
を
ピ
ー
ク

に
十
年
間
で
四
二
％
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
地
区
内
の
高
齢
者
へ
の
訪

問
と
勧
誘
、
体
験
入
会
と
広
報

拡
大
に
努
め
、
機
知
に
富
ん
だ

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
取

り
組
み
会
員
増
強
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

「クラブをつくろう！」の紹介　― 第 7 回 ―

同好会、社協サロンと共存・協力する
――伊勢原市老連「大住台楽笑クラブ」

みかん狩り

餅つき

公園清掃大
和
市
桜
友
会
会
長

宮
崎 

文
夫

前列左から４人目が宮崎文夫さん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て・・・
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ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
事
務
局
か
ら

平
成
二
十
九
年
度
の
行
事
や
事
業
は
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お

お
む
ね
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
全
国
大
会
等
へ
の
参
加
】　

○
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

　
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

六
月
二
十
九
日
～
三
十
日
に
か
け
て
、

千
葉
県
千
葉
市
で
一
都
十
県
五
市
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
三
橋
理

事
長
を
は
じ
め
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
初
め
に
平
成
二
十
九
年

度
関
ブ
ロ
会
長
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
本

県
で
は
三
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

次
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
谷

野
香
事
務
局
長
か
ら
、「
老
人
ク
ラ
ブ
組

織
の
発
展
に
向
け
て
―
全
国
運
動
、
行

動
提
案
等
―
」
と
題
し
て
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

「
一
〇
〇
万
人
会
員
増
強
運
動
（
第
四
年

次
）」
の
推
進
及
び
新
地
域
支
援
事
業
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
の
行
動
提
案

等
の
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
研
究
所
の
谷
口
優
博
士
か
ら
、「
認

知
症
予
防
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
～
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
へ
の
期
待
～
」
と
題
し
て
、
認

知
症
予
防
に
は
体
力
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
社
会
参
加
が
重
要
で
あ
り
、

中
で
も
体
力
維
持
に
は
歩
行
機
能
を
強

化
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に
効

用
が
期
待
さ
れ
る
と
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

静
岡
県
、
横
浜
市
、
千
葉
市
か
ら
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ

フ
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、
百
五
十

人
以
上
が
実
際
に
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
、
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

オ
ー
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
七
月
に
東
京
都
品
川
区
で

開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
四
十
六
回

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

今
年
の
大
会
は
、
十
月
十
八
日
～
十
九

日
に
京
都
府
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。一

日
目
は
、
活
動
交
流
部
会
と
し
て
、

①
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
新
地
域
支
援
事

業
に
活
か
す
②
組
織
的
推
進
に
よ
る
会

員
増
強
運
動
の
展
開
③
演
じ
る
活
動
〈
舞

台
発
表
〉
の
三
部
会
に
分
か
れ
て
、
ロ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
京
都
と
み
や
こ
め
っ
せ
の

二
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都

で
、
真
宗
大
谷
派
僧
侶
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
も
あ
る
川
村
妙
慶
氏
か
ら
、「
心
の
荷

物
を
お
ろ
す
百
八
の
知
恵
」
と
題
し
て
、

引
き
受
け
す
ぎ
た
心
の
荷
物
を
一
旦
お

ろ
し
て
点
検
し
、
輝
い
て
生
き
よ
う
と
い

う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
休
憩
の

後
、
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
で
は
、
本
県
か
ら
二
名
が
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
、
一
ク
ラ
ブ
が
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
、
一
老
連
が
優
良
市
区
町
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
受
賞
し
ま
し

た
。ま

た
、
全
老
連
会
長
表
彰
で
は
、
本

県
か
ら
二
名
が
育
成
功
労
表
彰
、
一
ク
ラ

ブ
が
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
、
一
老
連
が

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

祝
辞
の
後
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
中
川
副
会
長
・
女
性
委
員
長
に
よ
り

大
会
宣
言
が
朗
読
さ
れ
、
次
回
大
会
開
催

地
で
あ
る
沖
縄
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
山
内
会
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
全
老

連
安
達
副
会
長
（
島
根
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
）
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
し
ま

し
た（
第
四
面
の
写
真
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）。

【
役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会
】

七
月
二
十
日
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
老
連
の
役

員
や
活
動
推
進
員
な
ど
計
九
十
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
役
員
・
活
動
推
進
員
合

同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
本
研
修
終
了
後
、
休

憩
を
は
さ
ん
で
開
催
し
た
地
域
支
援
事

業
担
い
手
養
成
研
修
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

併
せ
て
「
新
地
域
支
援
事
業
」
を
テ
ー
マ

と
し
、（
公
財
）
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
谷
野
香
事
務
局
長
か
ら
、「
新
地
域

支
援
事
業
へ
の
参
画
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
友

愛
活
動
」
と
題
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
新

地
域
支
援
事
業
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
基
調
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
研
修
】

今
年
度
、
新
た
に
神
奈
川
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
、
高
齢
者
が
地
域
支
援
事
業

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
研

修
を
行
う
も
の
で
、
モ
デ
ル
地
区
、
ブ
ロ

ッ
ク
、
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
三
段
階
の

研
修
で
、
地
域
の
支
え
合
い
の
担
い
手
と

し
て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

モ
デ
ル
地
区
六
箇
所
及
び
六
ブ
ロ
ッ

ク
で
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
開
催
す
る

と
と
も
に
、
七
月
二
十
日
に
は
か
な
が
わ

県
民
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
百
十
五
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、（
公
財
）
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
の
丹
直
秀
理
事
の
ご
講

演
と
、
二
地
域
で
の
活
動
事
例
の
ご
報
告

を
い
た
だ
い
た
後
、
報
告
者
に
も
ご
参
加

い
た
だ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
第
三
面
及

び
第
四
面
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
】

こ
の
事
業
は
、
神
奈
川
県
か
ら
の
事

業
委
託
を
受
け
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
健
康
寿
命
日
本

一
に
向
け
て
介
護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
支
援
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

今
年
度
も
、
別
表
の
と
お
り
六
ブ
ロ

ッ
ク
で
二
回
ず
つ
、
県
内
在
住
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
て
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

等
に
係
る
実
技
も
含
め
た
講
座
を
開
講

し
て
お
り
、
出
席
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も

高
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
毎
日

を
元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



ゆめクラブ大学（別表）

横三
10月19日

神奈川県立保健福祉大学
10月26日

湘南
9月28日 伊勢原市老人福祉センター「阿夫利壮」
2月16日 平塚市中央公民館

県央
9月7日

海老名市立総合福祉会館
9月21日

西湘
8月1日 おだわら総合医療福祉会館
2月 湯河原町

足柄上
11月15日 中井町農村環境改善センター
11月24日 松田町民文化センター

相模原
7月～8月 サン・エールさがみはら
11月～12月 おださがプラザ

ゆめジャーナル神奈川 1月号平成30年1月15日（3）

【
老
人
ク
ラ
ブ
「
一
〇
〇
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
平
成
二
十
八
年
度
状
況
に

つ
い
て
】

平
成
二
十
八
年
度
の
会
員
増
強
運

動
の
概
要
で
す
が
、
全
国
六
十
二
都
道

府
県
・
指
定
都
市
老
連
の
三
年
次
目
標

二
十
万
七
千
九
百
六
十
三
人
に
対
し
て

実
績
は
△
十
七
万
三
千
三
百
六
十
三
人

と
大
き
く
下
回
り
、
目
標
の
達
成
及
び
会

員
が
増
加
し
た
老
連
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

県
老
連
の
状
況
で
す
が
、
目
標
増
加

数
三
千
三
百
五
人
に
対
し
て
実
績
は
△

三
千
八
百
二
十
二
人
で
会
員
が
増
加
し

た
老
連
は
九
老
連
、
減
少
し
た
老
連
が

二
十
一
老
連
と
い
う
結
果
で
し
た
。　
　

目
標
を
達
成
し
た
老
連
も
二
老
連
あ

り
ま
し
た
。

会
員
と
ク
ラ
ブ
の
増
強
は
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
活
性
化
し
、
将
来
の
発
展
の
基

盤
と
な
る
重
要
な
取
組
で
す
。
今
後
も
、

共
通
実
施
運
動
で
あ
る
、
①
日
頃
の
勧
誘

活
動
②
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
③
新
規
ク
ラ
ブ

の
立
上
げ
促
進
の
三
つ
の
運
動
を
推
進

し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
積
極
的
な
取
組

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
運
動
展
開
に
当

た
っ
て
お
困
り
の
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
県

老
連
事
務
局
へ
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



ゆめジャーナル神奈川1月号 平成30年1月15日（4）

県
老
連
の
動
き

平
成
29
年

７
月

４
日　

健
康
づ
く
り
実
践
教
室
（
県
央
ブ

ロ
ッ
ク
）

７
日　

正
副
理
事
長
会

13
～
14
日　

関
ブ
ロ
活
動
推
進
員
会
議
（
茨

城
県
）

15
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

20
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

　
　
　

役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会

　
　
　

地
域
担
い
手
養
成
研
修
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
写
真
①
）

８
月

８
～
９
日　

全
老
連
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ

ナ
ー
（
写
真
②
）

９
月

１
日　

正
副
理
事
長
会

20
日　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

28
～
29
日　

関
ブ
ロ
連
絡
協
議
会
（
埼
玉

県
）

10
月

１
日　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
活

動
（
写
真
③
）

６
日　

理
事
会
・
正
副
理
事
長
会

16
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
委
員
会

18
～
19
日　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
写

真
④
）

11
月

６
日　

正
副
理
事
長
会

17
日　

功
労
者
の
つ
ど
い
（
写
真
⑤
）

12
月

４
～
５
日　

全
老
連
会
長
会
議

８
日　

正
副
理
事
長
会

11
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

　
　
　

役
員
研
修
会

平
成
30
年

１
月

11
日　

平
成
30
年
賀
詞
交
歓
会

15
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

24
日　

女
性
会
議
研
修
会
（
第
２
回
）

29
日　

地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
研
修

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
２
回
）

ゆめクラブ
神奈川の動き

ご希望の方は住所・氏名・電話番号・希望
部数を明記の上、ＦＡＸまたはおハガキにて神
奈川県老連事務局へお申込みください。
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡4-2
（公財） 神奈川県老人クラブ連合会　宛
ＦＡＸ 045-312-4288
１部500円（別途送料）代金はコピー版受取
後、同封の郵便払込票にてお支払いください。

A4サイズで１頁に２曲。両面印刷です。
詳細は“ゆめクラブ神奈川”のホームページで
ご覧いただけます。

歌集「みんなで歌う 新・心のうた200選」 コピー版提供のお知らせ

全老連会長表彰ならびに厚生労働大臣表彰の受賞者された方々です。座間夫妻（相模原市）、菅氏（寒川町）、鈴木夫妻（相模原市）、小宮氏（平塚市）、市川氏（小田原市）、高橋氏（相模原市）、曽根氏（座間市）

県知事表彰は8団体、6個人が理事長表彰は32団体、72個人が受賞しました。

女性会議メンバーが
横浜駅西口にて募金

を呼びかけま

した。

地域の支え合い活動について、取組事例などから学びました。左から　丹氏（さわやか福祉財団）、谷野氏（全国老人クラブ）、白岩氏（横浜市NPO法人若葉台）、林田氏（平塚市花水地区町内福祉村）

大友氏（小田原市）、簑島氏（大磯町）の2名が参加。

会員増強などについてグループ協議も行いました。

②
全老連リーダー
中央セミナー

③
赤い羽根共同
募金街頭活動

①
新事業

「地域支援事業
担い手養成研修・
シンポジウム」

④
全国老人
クラブ大会
（京都市）

⑤
功労者の
つどい

従来の「心のうた」
も引き続きご注文
いただけます。


